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写真は、昭和32年当時考えられていた八代港の予想図

当時、300mもの岸壁には、入港船で終日混雑していたため、一刻も早い大規模港の建設が待ち望まれていま
した。

昭和15年ごろの八代市役所

長さ717m、高さ6.3mの鉄筋づくりアーケードは、採光と防災の観点
から開閉式の屋根を取り入れ、鋪装の路面には、一丁目がザボン、二丁
目はヤツシロソウ、三丁目は肥後ショウブが絵付けされていました。

午後4時半ごろ、古麓のみ
かん山で山津波が発生し、7
人が犠牲となりました。
また、日置川堤防決壊や

日奈久河川地区氾濫による
冠水など、被害は甚大でし
た。

▼

●新八代市へメッセージ●
カメラを始めて60年以上が過ぎました。人の表情に魅

力を感じて今までカメラに収めてきました。これまで撮っ
てきた写真を見返せば、当時のことが鮮明に蘇ってきます。
最近、思うことは、戦後の貧しい時代から物があふれる

時代となった今、逆に人と人とのつながりは薄れてきたよ
うに感じますね。少し寂しい気がします。

まちは、人があってこそ活きるものです。今回の合
併が、それぞれの地域の歴史や特色をもっと活かすま
ちづくりの起爆剤になればと願うばかりです。

外
港
一
万
ト
ン
岸
壁
完
成
（
三
月
）

晩
白
柚
を
天
皇
陛
下
へ
献
上
（
四
月
）

八
代
地
方
で
豪
雨
。
水
無
川
が
氾
濫
（
六
月
）

再
び
集
中
豪
雨
。
球
磨
川
、
水
無
川
が
氾
濫
（
七
月
）

Ｓ
41

内
港
〜
松
島
間
に
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
就
航
（
一
月
）

球
磨
川
一
級
河
川
に
指
定
（
四
月
）

八
代
外
港
に
初
の
貿
易
船
ぱ
な
い
丸
入
港
（
四
月
）

外
港
一
万
五
千
ト
ン
岸
壁
着
工
（
十
月
）

Ｓ
42

新
前
川
堰
、
球
磨
川
堰
完
成
（
七
月
）

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
完
成
（
七
月
）

Ｓ
43

旭
中
央
通
〜
出
町
線
道
路
舗
装
完
工
（
一
月
）

日
奈
久
に
新
保
寿
寮
完
成
（
五
月
）

石
油
配
分
基
地
に
六
社
進
出
・
初
の
タ
ン
カ
ー
入

港
（
十
一
月
）

Ｓ
44

豪
雨
の
た
め
金
剛
橋
倒
壊
（
七
月
）

市
総
合
計
画
発
表
（
十
二
月
）

Ｓ
45

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
発
足
（
一
月
）

太
田
郷
小
運
動
場
に
ナ
イ
タ
ー
施
設
完
成
（
七
月
）

市
政
三
十
周
年
を
記
念
し
、
市
章
・
市
の
花
・
市

の
木
・
市
民
の
歌
が
決
定
（
九
月
）

Ｓ
46

市
母
子
寮
閉
鎖
（
四
月
）

本
町
商
店
街
夜
市
始
ま
る
（
七
月
）

県
民
体
育
祭
、
八
代
市
で
開
催
（
十
月
）

Ｓ
47

新
市
庁
舎
が
落
成
（
六
月
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
開
設
（
六
月
）

水
無
川
氾
濫
で
堤
防
決
壊
（
七
月
）

Ｓ
48

外
港
一
万
五
千
ト
ン
岸
壁
完
成
（
一
月
）

新
金
剛
橋
完
成
（
二
月
）

内
港
に
二
千
ト
ン
岸
壁
完
成
（
三
月
）

市
立
養
護
学
校
開
校
（
四
月
）

本
町
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
街
完
成
（
十
一
月
）

高
田
公
民
館
落
成
（
十
二
月
）

Ｓ
49

中
九
州
短
期
大
学
開
校
（
四
月
）

国
立
八
代
工
業
高
等
専
門
学
校
開
校
（
五
月
）

新
萩
原
橋
が
完
成
（
六
月
）

昭
和
日
進
町
に
市
内
初
の
施
設
園
芸
集
中
管
理
モ

デ
ル
団
地
〈
大
型
ハ
ウ
ス
〉
完
成
（
七
月
）

Ｓ
50

市
総
合
計
画
第
二
期
実
施
計
画
発
表
（
一
月
）

大
規
模
農
道
起
工
式
（
二
月
）

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
開
館
（
三
月
）

水
無
川
導
水
ト
ン
ネ
ル
完
成
（
六
月
）

中
北
清
掃
セ
ン
タ
ー
落
成
（
八
月
）

Ｓ
51

古
麓
歴
史
自
然
公
園
遊
歩
道
完
成
（
三
月
）

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
設
立
（
七
月
）

Ｓ
52

八
代
高
等
職
業
訓
練
校
開
校
（
四
月
）

市
福
祉
事
業
団
発
足
（
四
月
）

八
代
・
松
橋
地
区
広
域
営
農
団
地
農
道
の
前
川
架

橋
連
結
（
十
一
月
）

Ｓ
53

日
奈
久
に
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
完
成
（
二
月
）

中
国
船
、
八
代
港
に
初
入
港
（
九
月
）

Ｓ
54

金
剛
公
民
館
完
成
（
三
月
）

大
規
模
農
道
の
八
代
大
橋
開
通
（
三
月
）

県
立
八
代
南
高
等
学
校
開
校
（
四
月
）

八
代
市
営
武
道
館
落
成
（
四
月
）

Ｓ
55

九
州
縦
貫
自
動
車
道
八
代
IC
オ
ー
プ
ン
（
三
月
）

市
勤
労
福
祉
会
館
完
成
（
三
月
）

日
本
セ
メ
ン
ト
八
代
工
場
閉
鎖
（
四
月
）

農
村
婦
人
の
家
落
成
（
四
月
）

八
の
字
橋
開
通
（
十
一
月
）

歩歩
みみ

昭
和
15
〜
55
年

Ｓ
15

八
代
町
、
太
田
郷
町
、
植
柳
村
、
松
高
村
を
合
併
。

九
月
一
日
に
市
制
施
行
（
人
口
三
万
三
千
五
百
七

十
二
人
）

Ｓ
16

水
無
川
が
大
洪
水
。
堤
防
決
壊
。

Ｓ
17

大
手
町
〜
出
町
道
路
完
成

Ｓ
18

金
剛
弥
次
地
先
干
拓
起
工

Ｓ
19

昭
和
、
県
営
新
地
で
高
潮
の
た
め
堤
防
決
壊

Ｓ
20

戦
争
激
化
に
よ
り
分
散
教
育
が
行
わ
れ
る

Ｓ
21

山
陽
航
空
八
代
工
場
跡
に
東
洋
繊
維
八
代
工
場
創
立

Ｓ
22

八
代
労
働
基
準
監
督
署
創
立

Ｓ
23

八
代
総
合
病
院
開
院

Ｓ
24

八
代
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
結
成

Ｓ
25

人
権
擁
護
員
誕
生

Ｓ
26

図
書
館
巡
回
文
庫
開
始
（
六
月
）、

八
代
母
子
寮
落
成
（
十
二
月
）

Ｓ
27

市
教
育
委
員
会
が
発
足

八
代
三
中
落
成
（
十
月
）

Ｓ
28

市
営
助
産
所
開
設
（
五
月
）

日
置
川
堤
防
決
壊
（
七
月
）

熊
本
労
災
病
院
本
館
完
成
。
金
剛
干
拓
潮
止
完
了
。

中
北
町
に
塵
芥
焼
却
場
完
成
（
十
月
）

Ｓ
29

八
千
把
村
、
高
田
村
、
金
剛
村
編
入
（
四
月
）

郡
築
村
編
入
（
七
月
）

野
上
河
原
に
市
営
プ
ー
ル
完
成
（
八
月
）

市
教
育
委
員
会
事
務
局
が
市
庁
舎
へ
移
転
（
八
月
）

Ｓ
30

宮
地
村
、
日
奈
久
町
編
入
（
四
月
）

上
水
道
通
水
開
始
（
八
月
）

Ｓ
31

昭
和
村
編
入
（
四
月
）

八
代
小
学
校
落
成
（
九
月
）

大
洋
デ
パ
ー
ト
八
代
支
店
開
店
（
十
二
月
）

Ｓ
32

二
見
村
編
入
（
一
月
）

金
剛
干
拓
完
成
（
三
月
）

大
島
樋
門
完
成
（
三
月
）

日
奈
久
温
泉
市
営
浴
場
完
成
。
東
湯
と
西
湯
（
十

二
月
）

Ｓ
33

新
築
の
日
奈
久
本
湯
開
館
（
一
月
）

日
奈
久
干
拓
完
成
（
四
月
）

萩
原
会
館
完
成
（
十
一
月
）

八
代
城
址
公
園
工
事
完
了
（
十
二
月
）

Ｓ
34

市
営
球
場
完
成
（
五
月
）

八
代
一
中
体
育
館
完
成
（
七
月
）

八
代
港
に
鋼
鉄
船
四
隻
定
期
就
航
（
十
月
）

市
立
図
書
館
新
築
落
成
（
十
月
）

Ｓ
35

農
事
セ
ン
タ
ー
落
成
（
一
月
）

第
十
五
回
国
民
体
育
祭
開
催
（
十
月
）

Ｓ
36

竜
峯
村
を
市
に
編
入
（
三
月
）

Ｓ
37

厚
生
会
館
落
成
式
（
七
月
）

中
学
校
で
初
め
て
の
一
中
に
プ
ー
ル
完
成
（
十
二
月
）

Ｓ
38

野
上
市
営
プ
ー
ル
五
〇
m
完
成
（
一
月
）

水
無
川
の
氾
濫
で
二
千
戸
床
下
浸
水
、
古
麓
町
み

か
ん
山
の
山
津
波
で
十
四
人
死
傷
（
八
月
）

Ｓ
39

白
鷺
、
夕
葉
の
国
道
橋
渡
り
初
め
（
四
月
）

八
代
〜
天
草
定
期
船
発
着
（
五
月
）

熊
本
〜
日
奈
久
全
路
面
舗
装
終
了
（
九
月
）

八
代
〜
福
岡
即
時
通
話
と
な
る
（
十
月
）

新
前
川
橋
の
完
工
式
（
十
二
月
）

Ｓ
40

赤
字
再
建
団
体
指
定
申
請
可
決
（
一
月
）



45

歩歩
みみ

昭
和
56
年
〜
平
成
17
年

Ｓ
56

郡
築
公
民
館
完
成
（
三
月
）

農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
落
成
（
四
月
）

Ｓ
57
八
代
高
等
職
業
訓
練
校
落
成
、
龍
峯
農
業
研
修
所
落
成
、

二
見
小
学
校
の
田
子
崎
と
小
藪
分
校
廃
校
（
三
月
）

働
く
婦
人
の
家
落
成
（
六
月
）

Ｓ
58

南
川
橋
開
通
（
一
月
）

宮
地
公
民
館
完
成
、
総
合
体
育
館
落
成
（
三
月
）

麦
島
小
学
校
開
校
（
四
月
）

Ｓ
59

千
鳥
橋
完
成
、
市
営
弓
道
場
完
成
（
三
月
）

社
会
福
祉
会
館
落
成
（
四
月
）

Ｓ
60

八
千
把
公
民
館
落
成
（
三
月
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
、
三
ツ
島
海
上
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
完
成
（
四
月
）

水
処
理
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始
（
五
月
）

図
書
館
落
成
（
六
月
）

新
総
合
計
画
基
本
構
想
決
定
（
六
月
）

市
民
球
場
供
用
開
始
（
七
月
）

新
八
千
把
橋
開
通
（
十
一
月
）

Ｓ
61

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足
（
一
月
）

市
行
政
改
革
大
綱
策
定
（
二
月
）

市
民
プ
ー
ル
落
成
（
三
月
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ
ン
（
四
月
）

県
民
体
育
祭
が
市
で
開
催
（
九
月
）

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
完
成
（
十
月
）

Ｓ
62

松
高
公
民
館
落
成
（
三
月
）

第
一
回
み
な
と
八
代
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
（
八
月
）

地
方
初
開
催
の
第
二
回
国
民
文
化
祭
熊
本
に
全
国

花
火
大
会
な
ど
で
参
加
（
十
月
）

妙
見
祭
で
木
馬
復
活
（
十
一
月
）

Ｓ
63
住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
（
二
月
）

第
一
回
県
民
文
化
祭
・
八
代
開
催
（
十
月
）

Ｈ
１

緑
と
水
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
完
成
（
四
月
）

東
部
山
麓
自
然
公
園
開
園
（
四
月
）

ヤ
マ
ハ
発
動
機
八
代
進
出
協
定
調
印
（
十
一
月
）

Ｈ
２

市
制
五
十
周
年
に
ち
な
み
、
市
鳥「
か
わ
せ
み
」制

定
（
四
月
）

日
奈
久
温
泉
イ
ベ
ン
ト
広
場
完
成
（
五
月
）

Ｈ
３

新
総
合
計
画
第
二
次
基
本
計
画
策
定
（
三
月
）

保
健
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
（
四
月
）

博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
（
十
月
）

Ｈ
４

県
営
八
代
野
球
場
完
成
（
六
月
）

東
片
自
然
公
園
完
成
（
六
月
）

Ｈ
５

八
代
外
港
に
三
万
ト
ン
級
岸
壁
完
成
（
二
月
）

球
磨
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
芝
生
広
場
完
成
（
三
月
）

ヘ
ル
シ
ー
パ
ル
八
代
完
成
（
四
月
）

Ｈ
６

八
代
港
が
食
糧
庁
の
麦
輸
入
港
に
指
定
（
八
月
）

Ｈ
７

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
庁
舎
落
成
（
四
月
）

妙
見
上
宮
が
建
立
千
二
百
年
（
五
月
）

Ｈ
８

九
州
初
の
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
と
な
る
（
一
月
）

水
島
を
八
代
市
へ
寄
贈
（
二
月
）

太
田
郷
ひ
び
き
保
育
園
新
園
舎
落
成
（
三
月
）

中
国
北
海
市
と
友
好
都
市
締
結
（
三
月
）

八
代
港
線
全
線
開
通
（
三
月
）

資
源
の
日
〈
分
別
収
集
〉
ス
タ
ー
ト
（
九
月
）

Ｊ
Ｒ
八
代
駅
設
立
百
周
年
（
十
二
月
）

Ｈ
9

八
代
市
球
技
場
が
完
成
（
二
月
）

妙
見
町
東
部
山
麓
に
妙
見
創
造
の
森
が
完
成
（
三
月
）

男
子
世
界
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
・
熊
本
開

催
（
五
月
）

ゆ く お

7月12日行われ
た合併協議会で、
新八代市長決定
までの間、市長
の職務を行う市
長職務執行者に、
木村征男 坂本村
長（写真）が選任
されました。

この大会は、地方で初開催と
なった国民文化祭の一貫として
行われました。全国の花火業者
22社が参加し、趣向をこらした
新作花火など約6,000発が、八
代の夜空を彩りました。今年10
月には、18回目を迎えます。

事務処理の迅速化や経費削減
のために導入されました。
一方でプライバシー保護のた

め、個人情報の保護条例も定め
られました。

住民の悲願だった九州
新幹線は、まず鹿児島ル
ートの新八代から鹿児島
中央までが部分開業しま
した。現在は、平成23年
の全線開業へ向け、急ピ
ッチで整備が進んでいま
す。
同日、新幹線開業に伴

い、JR鹿児島本線から経
営分離された肥薩おれん
じ鉄道も開業。両駅とも
開業を記念するイベント
が盛大に行われました。

【特集】八代市64年のあゆみ

昭和24年8月に第1号を「八代市報」
として発行して以来、長年にわたり、
八代市の広報紙をご覧いただき、誠
にありがとうございました。
新市になりましても、「広報やつし

ろ」の名称で、さらに充実した情報
を提供していきます。今後もご愛読
いただきますよう、よろしくお願い
します。 企画調整課広報広聴室

●新八代市へメッセージ●　
地元密着型のFM局「エフエムやつしろ」も開局して８年

が過ぎました。開局当時の私は、八代出身でありながら「八
代って何もない」と思っていました。
ところが、番組を通じて地元で頑張っている人たちと話

をするうちに、みなさんの経験や体験が八代の「活きている
情報」であり、それを知れば知るほど、「八代は何もない」で
はなく、「何も知らなかった」ことに気づかされました。
みなさんが持っている情報は、八代を盛り上げる底力と

なります。これからも地元放送局だからこそできる情報を
どんどん伝えていこうと思います。

広報やつしろ ２００５.７.３１ 広報やつしろ ２００５.７.３１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局「
エ
フ
エ
ム
や
つ
し
ろ
」開

局
（
十
月
）

Ｈ
10

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
（
二
月
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
八
代
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
八
代
南

IC
開
通
（
四
月
）

鷹
辻
町
に
「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」
が
完
成
（
四
月
）

Ｈ
11

燃
え
る
ご
み
の
有
料
指
定
袋
制
度
開
始
（
四
月
）

県
内
初
の
コ
ン
テ
ナ
国
際
定
期
航
路
開
設
（
六
月
）

せ
せ
ら
ぎ
水
路（
球
磨
川
緑
地
公
園
）が
通
水
（
七
月
）

情
報
公
開
制
度
ス
タ
ー
ト
（
十
月
）

「
く
ま
も
と
未
来
国
体
」
開
催
（
十
月
）

Ｈ
12
全
国
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
一
月
）

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
（
四
月
）

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
落
成
（
五
月
）

金
剛
歩
道
橋
開
通
（
六
月
）

Ｈ
13

八
代
市
第
三
次
基
本
計
画
策
定
（
四
月
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
「
ひ
の
く
に
新
世

紀
総
体
」
開
催
（
八
月
）

南
九
州
自
動
車
道
八
代
南
IC
〜
日
奈
久
間
IC
開
通

（
十
月
）

八
代
市
・
坂
本
村
・
千
丁
町
・
鏡
町
・
竜
北
町
・

宮
原
町
・
東
陽
村
・
泉
村
で
八
代
地
域
市
町
村
合

併
検
討
協
議
会
〈
任
意
協
議
会
〉
発
足
（
十
二
月
）

寿
屋
経
営
破
綻
（
十
二
月
）
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八
代
地
域
八
市
町
村
合
併
協
議
会
〈
法
廷
協
議
会
〉

発
足
（
九
月
）

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
設
立
（
十
月
）

松
濱
軒
、
国
の
名
勝
に
指
定
（
十
二
月
）

Ｈ
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市
民
参
加
型
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ご
ろ
っ
と
や
っ

ち
ろ
」開
設
（
四
月
）

太
田
郷
公
民
館
完
成
（
六
月
）

竜
北
町
・
鏡
町
が
八
代
地
域
市
町
村
合
併
協
議
会

を
離
脱
表
明
（
十
月
）

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
十
一
月
）

Ｈ
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坂
田
道
太
氏
死
去
（
一
月
）

坂
田
道
太
氏
名
誉
市
民
に
（
二
月
）

郡
築
汐
止
め
百
周
年
（
二
月
）

戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
（
三
月
）

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
〈
新
八
代
〜
鹿
児
島

中
央
〉、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
開
業
（
三
月
）

八
代
市
・
坂
本
村
・
千
丁
町
・
鏡
町
・
東
陽
村
・

泉
村
で
協
議
会
設
置
（
三
月
）

八
代
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
立
（
八
月
）

二
見
自
然
の
森
、
川
の
交
流
広
場
オ
ー
プ
ン
（
七
月
）

球
磨
川
河
口
が
東
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地

域
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
重
要
生
息
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
参
加
認
証
（
八
月
）

第
十
七
回
熊
本
県
民
文
化
祭
in
八
代
・
水
俣
葦
北

開
催
（
十
月
）

イ
オ
ン
八
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

（
十
一
月
）

Ｈ
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南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
日
奈
久
芦
北
道
路
、
日

奈
久
IC
〜
田
浦
IC
無
料
開
通
（
二
月
）

合
併
協
定
調
印
式
開
催
（
三
月
）

県
知
事
へ
廃
置
分
合
〈
合
併
〉
申
請
（
三
月
）

新
市
建
設
計
画
策
定
（
四
月
）

ゆ
め
タ
ウ
ン
八
代
オ
ー
プ
ン
（
六
月
）

新
八
代
市
誕
生
（
八
月
）

新市の行政サービスや公共施
設などを掲載したガイドブック
です（広報やつしろ7月1日号配付
済）。ぜひご覧ください。
問合せ 市町村合併推進室

�33-4168
※合併後は合併調整担当へ

八
代
市
民
の
歌
「
陽
は
昇
る
」

１．

陽
は
昇
る
　
八
代
の
平
野
を

あ
ま
ね
く
照
ら
し

球
磨
の
川
面
　
き
ら
き
ら
と

深
き
海
　
そ
の
不
知
火
を

黄
金
色
に
　
染
め
て
輝
く

２．

陽
は
昇
る
　
建
設
の
槌
音

空
に
響
き

生
産
は
月
と
　
共
に
の
び

豊
か
な
る
　
自
然
の
恵
み

こ
ん
こ
ん
と
　
い
で
ゆ
湧
く

３．

陽
は
昇
る
　
先
祖
の
い
ぶ
き

今
に
伝
え

香
り
高
き
　
文
化
の
地

さ
れ
ど
今
　
世
界
に
向
い

窓
開
く
　
八
代
港

４．

陽
は
昇
る
　
い
ざ
腕
を
組
ま
ん

希
望
に
燃
え
　

声
を
合
わ
せ
　
み
な
呼
ぼ
う

美
し
き
　
大
八
代
の

永
遠
の
繁
栄
さ
か
え

を
永
遠
の
繁
栄
を

工業都市八代を２つの歯車がかみ

合い、八代市を動かす原動力とな

るよう八の字で躍動的な広がりと

海鳥のつばさを表わします。

新「八代市」誕生に伴う開庁式
を行います。
と　き 8月1日（月）8:30～
ところ 八代市役所本庁正面玄関
問合せ 秘書課�34-1160

※新しい市の市の木、市の花、市の鳥は新市になってから審議されます。
なお、八代市民の歌「陽は昇る」は、愛唱歌として引き継がれます。

※写真はすべて八代市所管の

ものです。


